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E* (N-1) (i)-E# ("ll)(i) (4-15)
(ト12)と見比べて,
e 接合 (i)--e 始 (4-16)
光学的遷移に結晶の周期ポテンシャル Ⅴ(〟)の効果を取り入れる｡Gを逆格子ベクトル
とすると,次のように展開できる:











































cosO臨界-(V./ E内,勘 )1/2 (4-24)
で与えられる0臨界よりも小さい場合のみ表面を離脱できる｡E内,連動-e貫+EF-E｡,V.
-EF-E｡+◎ を考慮し,ちょっと計算すると,離脱確率T(e錬)は,
T(t雛)-(1-cosO 臨界)/2 [e韓>中のとき] (4-25)
T(EA)-0 le井<◎のとき】 (卜26)
結局,3段階モデルでの光電子の数は,







下の始状態 e始 (k)の電子が EJE垂よりも上
の終状態






































































AH検出面A <偶対称 .t偶対称 l偶対称>
表 1
垂直放出の場合 (立方格子のとき)一非相対論的
ま 結晶面 ･終状態 許される始状態
AS AS Al
I (110)面ぎ ∑t AHl001] AH【170] Alt[110】∑3 ∑一 ∑】
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